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近年,スピングラスの研究が理論 ･実験両面から活発に行なわれているが,これらの系の振
舞はスピンの対称性によって大きく異なっている｡我々は容易面的対称性を持っⅩYスピング
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反強磁性ボンドの割合をC,強磁性ボンドの割合 を 1-C とするOこの系で反強磁性ボンドが
奇数個の正方形 (ブラケット)はフラス トレーションを持っが,Ⅵlainはフラス トレー トした
XY系はスピンのU(1)対称性の他にイジング的な二重縮退 を持っ事を見出 し,この自由度 を
"カイラリティ〝と命名 した3)｡我々は各ブラケット上のカイラリティとして,以下のスカラ
一畳Kを導入した1,2).
k=∑ sign (J ij) sin (Oi- Oj)











パラ-強磁性(KT相 )-カイラル ･スピングラスの所謂 リエントラント現象 を観測 した｡
特にカイラルスピングラス状態では,系は凍結した渦状 ドメインを持っ事を見出した(図2)0
これらの渦状 ドメインは一旦生成されると極めて安定である｡実はこの渦状 ドメインの存在は
カイラリティの凍結によって引き起こされている.即ちC≪ 1/2の強磁性領域ではフラスト
レー ト･ブラケットはペアを作って存在するが,ペアを作るニケのカイラリティが(+-)な
いしは(一十)に凍結した場合は,渦を作らないのに対し, (++)あるいは(一一)に凍結
した場合は,各々±の渦を生成する｡カイラリティ凍結に伴い,カイラリティの緩和時間が,
極めて長くなる為,渦構造が安定化されると考えられる｡この渦構造は数10-数100Åの大き
さと思われるので実験的な直接確認は困難と思われるが,勝又らは偏極中性子解析によってド
メイン構造が存在する事も見出しており,帯磁率 ･磁場による履歴現象等も合理的に解釈出来
る｡敵性体に於いて安定な渦構造が生成される例は比較的珍しく新しいタイプのスピングラス
という意味からも大変興味深い現象であろう｡
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